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光照射によって強相関電子系の物性を制御しようとする実験的試みが近年活発に行われている

[1]0強椙関電子系では複数の相が競合する状況が多く見られるため、光でその関を遷移させるこ

とにより豆大物性変化を引き起こすことが期待されている。そのような例の一つにパナジウム酸

化物RV03(RはY もしくは希土類)がある。実際に LaV03~こ対する実験が行われ、光顛射直後

の反射率スペクトルに、光誘起キャリアに伴う低エネルギー成分の増大や電荷移動励起に対志す

るスペクトル強度の減少が観測されている向。この物質は軌道縮退を有する強相関電子系である

ため、電荷・軌道等の護数の自由度の効果が光照射後の物性変化やダイナミクスに現れると考え

られるが、その詳細については今まで明確に議論されていなかった。

我々はLaV03を念頭に置いた強相関電子系における光誘起ダイナミクスについて数値的研究を

行ったo特にこの系の擬一次元性[3]やt2g軌道のうちのyzラzx軌道とxy軌道の分裂同、 Jahn-Teller 

フォノン効果を考慮して、古典フォノンと結合した 1次元2軌道縮退ハバード模型
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を取り扱った。電子については時間依存シュレディンガ一方程式を数値的に解析し、フォノンに

ついては古典的な運動方程式を解くことで、その時開発展を追った。また、照射するパルス光につ

いてはバイエルス位相として古典的に導入した。計算の結果、光学長導度スペクトルに特徴的な

コヒーレント振動が電荷移動遷移に対応するエネルギー領域を中心に観測されたむまた、この振

動の起源法ラマン過程による軌道波状態の生成によるものであることが分かった。
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